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新院長の挨拶
公立野辺地病院　　　　　　
院長　中　島　道　子

主な資格等 �
　弘前大学医学部臨床教授
　日本消化器がん検診学会認定医
　日本消化器がん検診総合認定医
　日本プライマリケア学会指導医
　日本プライマリケア学会認定医　他

　令和５年４月より、公立野辺地病院院長を

拝命いたしました、内科の中島道子です。

　私はH12年に弘前大学より当院へ赴任し、

20年以上の長きにわたり、内科診療を行い、

H18年より副院長として従事して参りまし

た。

　私にとっては、野辺地病院は、内科医とし

ての基礎から、幅広い臨床経験まで、多くを

学ばせて頂いた病院であると、大変感謝して

います。

　野辺地病院へ赴任する以前の病院では、主

に消化器内科を中心に勤務して参りましたが、

当院では、すべての内科系疾患（循環器や呼

吸器・神経内科・腎臓内科など）幅広い分野

での内科診療に従事しなければならず、赴任

当初は戸惑っておりました。

　多々至らぬ診療も多かったかと思いますが、

患者様や病院スタッフよりご指導・ご協力い

ただき、徐々に内科全般を多少なりとも診療

できるようになりました。

　野辺地病院には、長きにわたり私の医師と

しての成長を支えて頂いたこと、大変有難く

思っております。

　赴任当初は、内科医師の中でも一番後輩で

あったのが、気が付いたら、一番上級医の副

院長となり、後進の指導をしなければならな

い状況となっておりました。そしてまたあっ

という間に、このような院長職を拝命する状

況になってしまいまして、その重責を実感し、

非常に身の引き締まる思いであります。

　高齢化が進む日本では、複数疾患を併存し、

医療ニーズだけではなく、介護・福祉ニーズ

も併せ持つ患者が増え、地域全体で治し、支

え・寄り添う医療への転換が進んでいます。

当地区も例外ではありません。

　当院は、急性期医療から慢性期医療、在宅

復帰を支援する地域包括ケア病床や療養病

床・訪問看護ステーションも兼ね備えており

ます。

　当地区の高齢化率は高く、人口自体は減少

傾向にあります。が、医療を必要とされる方、

医療需要はまだ大きく減少することはないと

思われます。

　その中で限られた資源・設備・人員で、住

民の皆様の安全で良質な医療への要望に対し

て、可能な限り初療から治療終了まで、一貫
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して行う自己完結型医療の提供を目指してお

りますが、より高度で専門的治療が必要な場

合には、高度医療を担う病院と連携して、地

域完結型医療の構築を目指しております。

　高齢化が進む当地区において、当院がなく

てはならない存在であることは言うまでもあ

りませんが、これまで以上に役割の明確化や

経営の健全化がもとめられております。

　当院は、平成18年度以来の不良債務は解

消となり、令和２年度の地方公営企業法全部

適用以降、２年連続で、経常収支黒字となり

ましたが、令和４年度はごくわずかの黒字で

した。

　また、今年度４月より、外科の人員減少に

よる、外科手術の縮小を余儀なくされており

ます。

　このように、今後の経営が厳しいと予想さ

れるなか、医師の働き方改革や、都市部への

医師偏在により、へき地において医師確保は

さらに難しい状況となると思われ、地域医療

の確保もいよいよ、厳しく難しくなっていく

ことが懸念されています。

　また、病院の老朽化にともなう耐震問題や

洪水懸念エリアにあること等の問題点から新

病院の検討を進めておりましたが、今後の建

て替えの見通しに関しては、十分な検討が必

要だと思われます。

　地域中核病院からは少し距離のある、当地

区の地理的な特徴もあり、簡単に救急医療を

手放すことは困難と思われます。しかしなが

ら、各専門医を確保困難な昨今において、病

院の規模の検討などは、見切り発車では決め

られない状況であり、各自治体とも密に相談

することが不可欠であります。

　今後の当院の診療体制を、いま一度再検討

する必要もあるかもしれません。

　本当に大変な状況のなか、院長を引き継ぐ

こととなりましたが、その責任の重さを実感

するとともに、今後の当院のあるべき姿を模

索して参りたいと思います。

　さらには、今後も地域の皆様から信頼され

る選ばれる病院として、長期的な視野に立っ

た職員の人材の育成も不可欠だと思っており

ます。職員は病院の宝であります。患者様や

ご家族の皆さまからの信頼を得ることはもち

ろんのこと、患者様に満足していただくため

には、職員にとっても働きやすく、充実した

職場でなくてはなりません。さらにはストレ

スなく、笑顔で働ける職場でなければ到底維

持してくことはできません。それぞれが笑顔

でのびのびと意見を出し合い、個々の力を思

う存分伸ばせるような環境を作ることが私の

役割であると考えております。

病院の基本理念

　�患者の権利を尊重し、安全で心の通った医
療を提供します。
基本方針

　１�　チーム医療、地域包括医療を実践し、

良質であたたかい医療を行います。

　２�　高度で安全かつ先進的な医療を行いま

す。

　３�　地域の医療機関と連携し、医療レベル

の向上に貢献します。

　４�　患者や家族と診療内容の情報を共有し、

情報公開につとめます。

　５�　自己評価につとめ、外部評価を尊重し

ます。

　６�　効率的な運営をはかり、健全経営につ

とめます。

　７　職員の就労環境を整備します。

　上記を心に刻んで、地域医療のために頑張

る所存でありますので、引き続きご指導ご鞭

撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
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令和５年度　新採用職員の紹介

理学療法士 　� 寅　谷　祥　太
出 身 地：八戸市
趣　　味：家庭菜園
抱 負 等：早く仕事を覚えられるように頑張ります！
　　　　　よろしくお願いします。

歯科衛生士 　� 泉　山　真　衣
出 身 地：野辺地町
趣　　味：子供とお菓子作り
抱 負 等：�初診を忘れず、向上心を持って業務に励みたい

と思います。

医長（歯科口腔外科） 　� 伊　神　英　治
出身大学：明海大学歯学部歯学科
　　　　　埼玉医科大学医学部大学院
卒業年度：平成26年３月
趣　　味：アウトドア全般、映画鑑賞
抱 負 等：笑顔で帰ってもらえるように頑張ります。

医長（内科） 　� 木　村　昌　代
出身大学：弘前大学
卒業年度：平成25年３月
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令和５年度　新採用職員の紹介

看護師 　� 田　中　朱　音
出 身 地：野辺地町
趣　　味：スポーツ観戦
抱 負 等：地域の医療に貢献できるように頑張ります。
　　　　　よろしくお願いします。

看護師 　� 笹　原　舞　美
出 身 地：平内町
趣　　味：子供と遊ぶこと
抱 負 等：�１日でも早く仕事に慣れ、地域医療に貢献でき

るように頑張ります。

看護師 　� 大　西　　　彩
出 身 地：東北町
趣　　味：アクアリウム
抱 負 等：患者さんの力になれるよう頑張ります。
　　　　　よろしくお願いします。

看護師 　� 松　山　真　一
出 身 地：秋田県能代市
趣　　味：温泉巡り
抱 負 等：早く一人前になれるよう精進していきます。

看護師 　� 中　村　有　絵
出 身 地：東北町
趣　　味：音楽鑑賞
抱 負 等：�患者さんに安心感を与えられる看護を提供でき

るように頑張ります。
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へき地診療車両

　令和４年度にへき地診療車両を整備しました。
　車両には、診療に必要な医療機器を搭載しオンライン診療も可能となり、幅
広い分野に活用できるよう検討を行っています。

車　　　内
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休憩スペ ースの開設

　以前、売店があったス
ペースを休憩スペースとし
て開放しています。
　給水サーバー
も設置していま
すので、ご活用
ください。
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～糖尿病教室～
　日時：９月８日（金）、９月22日（金）　８時40分～９時20分
　場所：正面玄関横（休憩スペース）

・外食、中食について
・低血糖について
・運動について

管理栄養士が分かりやすくお話します
お気軽にご参加ください♪

※�集団栄養指導料（負担割合に応じて80円～ 240円）が
かかります。
※以降のスケジュールはホームぺージで随時通知します。

令和５年度
～集団栄養指導のお知らせ～

地域包括支援センター
電話番号のご案内

地域包括支援センターに新しい電話番号が追加されました

電話番号　０１７５－７２－１０１８
　　　　　０１７５－７２－１０２３

　高齢者の皆さまが、住み慣れた地域で安心して生活が送れ
るよう相談を受けております。お気軽に、お電話ください。
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令和５年９月発行　広報「わかすげ」第38号
●発行／北部上北広域事務組合　公立野辺地病院

●印刷・製本／青森コロニー印刷
〒039-3141 青森県上北郡野辺地町字鳴沢9番地12

北部上北広域事務組合　公立野辺地病院
〒039－3141　青森県上北郡野辺地町字鳴沢９番地12

電話（代表） 0175－64－3211　ＦＡＸ 0175－64－5590（地域医療連携室・医事課）

科　　　名
診　療　日 診　　療

開始時間 受 付 時 間 備　　　　考
月 火 水 木 金

内 科 ○ ○ ○ ○ ○

��９��：00

７：45～11：30 一般・禁煙外来

糖尿病内科 ○ ○ ７：45～11：00

呼吸器内科 ○ ７：45～11：00

循環器内科 ○ ７：45～11：00

小 児 科 ○ ○
10：00 ７：45～11：00

��８��：15 ８：15～��８��：30 予防接種：予約制
（事前にお問い合わせください。）

外 科 ○ ○ ○ ○ ○ ��９��：00 ７：45～11：00

整 形 外 科

○

��８��：30

７：45～10：00 新患のみ・股関節脱臼検診（小児）

○ ○ ○
７：45～10：30 新患受付・股関節脱臼検診（小児）

７：45～11：00 再来受付

○
７：45～10：00

新患受付・股関節脱臼検診（小児）

○ 再来受付

皮 膚 科
○ ○ �９��：00 ７：45～11：00

○ 10：00 ７：45～10：00

産 婦 人 科
○ ○ �９��：30

７：45～10：00 新患受付

７：45～11：00 再来受付

○ ��８��：30 ７：45～10：00

耳鼻咽喉科 ○ ○ ��８��：30 ７：45～11：00

眼 科
○ ○ �９��：00 ７：45～11：00

○ 14：00 ７：45～14：00

脳神経外科 ○ 13：30 ７：45～15：00 予約制（事前にお問い合わせください。）

泌 尿 器 科 ○ �９��：00 ７：45～11：00

神 経 内 科 ○ 13：30 ７：45～14：00 月曜日（隔週）
予約制（事前にお問い合わせください。）

歯科口腔外科 ○ ○ ○ ○ ○ ��８��：45 ７：45～11：30 再来受付は予約制

検診センター ○ ○ ○ ○ ○ ��８��：00 ８：00～16：30 一般健診・各種ドック予約制
（事前にお問い合わせください。）

※診療科によって受付時間の変更、又は曜日による休診日がございますのでご確認ください。

休 診 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12／29～１／３）

休診案内 産科・精神科は休診しております。

※紹介状をお持ちの方は、事前に地域医療連携室までお問い合わせください。連携
　室では、診察予約も行っております。予約専用電話　0175－64－8877

外 来 診 療 日 案 内
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